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imMKCL を用い β1-tubulin 遺伝子の発現量を簡便にモニターできる細胞株の
樹立を試み、CRISPR/Cas9 法によって、蛍光タンパクである VENUS 遺伝子










hydrocarbon receptor : AhR) 経路を競合阻害していた。AhR に対する siRNA





















善する薬剤を 12 種同定することに成功した。これら 12 薬剤のうち 5 薬剤は芳
香族炭化水素受容体 (aryl hydrocarbon receptor : AhR) 経路の競合阻害活性
を有し、AhR 経路の抑制が巨核球成熟に重要な役割を担うことが確認された。






 なお、本学位授与申請者は平成 30 年 12 月 21 日実施の論文内容とそれに関連
した諮問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
